
                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２７日（月）市小体連水泳大会 

（※選手のみ参加）             

２８日（火）市小体連水泳大会予備日 

８月 ６日（木）県小体連水泳大会 

（※選手のみ参加） 

   ７日（金）県小体連水泳大会予備日 

  １２日（水）～１４日（金）学校閉校日 

  ２４日（月）前期後半開始（給食あり） 

        夏休み明け全校集会 

  ２６日（水）教育実習開始 

  ２７日（木）懇話会執行部会・常任委員会 

「尚徳」７月号 第５１３号     平成２７年７月２２日 

鳥取大学附属小学校 学校便り    

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/ 

題字「尚徳」は，住川英明校長 

 

夏季休業日・８月の主な行事予定（夏季休業日 ７月２３日（木）～８月２３日（日） 

 

 

 「子どもたちに失敗から学んだことを伝えたい」 

                                      副校長 谷口英昭 

 

 明日からいよいよ１カ月の長い夏休みに入りますが、この夏休みに、ぜひ、保護者 

の方にお願いしたいことがあります。 

それは、子どもたちに、子どもの頃のさまざまな経験を話すことです。特に、子ど 

もにありがちな失敗経験とそこから学んだこと、心に残っていることなどを伝えてほ 

しいのです。 

とかく子どもたちを前にすると、私たち大人は、指導や子育ての名のもと、きまり 

きったルールを伝えがちです。それはそれで大切なことですが、それだけでは子ども 

の心にはなかなか響かず、「知識として知っている」だけになってしまいがちです。 

そもそも、自分（教師や親）は失敗しなかったでしょうか。大なり小なり幼いころからの失敗を糧に今を

生きているのではないでしょうか。「自分がまともにできなかったことを子どもに言えない」「親の威厳がな

くなる」といった不安もわかります。しかし、すべてが完璧で一分の隙もない大人はいるのでしょうか？そ

してその姿は子どもにとってどう映るでしょう。確かに最初は憧れや尊敬の念をもつでしょうが、やがて成

長してくるとそのイメージだけでは堅苦しく、息苦しいものとなりがちです。 

子が育つということは、多くの失敗の中から、周囲の人々（友だち・教師・親）の関わりのもとに学んで

いくことです。（失敗体験だけではだめです。）そうした学びの積み重ねが、社会性や状況に応じた判断力・

調整力等につながっていくと言われます。親だからこそ、自分が失敗しそこから学んだ経験を人生の先輩の

教訓としてわが子へ伝えていかなければなりません。これも子育ての大切な役割の一つだと思います。誰だ

って抜けたところがあり、誘惑に負けて失敗もすれば、それを反省しそこからまた明るく頑張ろうとする。

時には、悩み、葛藤する中で、少しでも前に進もうとする。そんな泥臭い、人間臭い（ある意味人間として

の弱さ）を気取ることなく話すことができることが子どもたちに安心や信頼を与えます。 

実際、学級担任をしているとき、自分自身の失敗談やその時の自分の愚かさに気付いた経験などを話すと 

子どもたちは目を輝かせてくいついてきました。その時の自分の不安や悩み、苦しみや怒り、自分勝手な判

断で失敗したことへの後悔、また、失敗の反省をもとに取り組んだこと等、「先生もそんなことがあったの」

「今はどう思っているの」と、聞く子もたくさんいます。 

 人生の先輩として、子どものころの経験と重ねながら、ぜひ語ってはいただけないでしょうか。 

 

  

  

  

プール開放日【１２：４５～１４：３０】 

 ７月…２７日（月）・２８日（火）・２９日（水） 

    ３０日（木）・３１日（金） 

 ８月…３日（月）・４日（火）・５日（水）・６日（木） 

 ※プール当番説明会（２・３年保護者の皆様） 

  ７月２４日（金）または７月２５日（土） 

  時間：１３：３０～１５：３０ 

学校図書館開館日【１３：３０～１５：３０】 

 ７月…２４日（金）・３０日（木）・３１日（金） 

 ８月…３日（月）・５日（水）・１１日（火） 

１９日（月） 

 

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/


 

 

 

  鳥取市小学校の水泳・陸上の大会が毎年開かれます。 

  その大会に向けて、５・６年生の選手はもちろん、来年 

に向けて４年生もたくさん練習に参加しています。（ 陸上 

練習は、８月２０日から開始） 

すでに練習の始まっている水泳では、放課後の限られた 

時間に、クロール・平泳ぎをはじめ４泳法の中から自分が 

力をつけたい泳ぎの 練習を休む間もなく続けています。 

  こうした努力する姿勢は、必ず自分の力を伸ばします。 【泳力アップをめざして～放課後水泳練習～】 

                                                       

 

 

                      

                      毎朝のように、子どもたちは８時１５分から読書をしていま 

                     す。読書の大切さについては、皆様もご存知のことと思います。 

                      登場する人物や背景を文字表現からそれぞれが想像しながら 

                     自分のペースで読み進めていきます。 

 ぜひ、夏休みの生活にも取り入れて、読書の習慣化を図って 

はいかがでしょう。読み聞かせも、なかなか味があると思います。 

      【朝読書の様子】       親子で感想を交流するなんて最高ですね。 

 

  

 

 

今年も６月に和太鼓クラブを結成し、運動会に向けて練習に 

励んでいます。 

  本来ならば、７月に予定されていた春川初等学校との交流会 

でも演技を披露する予定でしたが、直接交流会が中止となって 

しまいました。 

  しかし、それに負けることなく、毎日、互いに声をかけ合っ 

て自主的に練習を続けています。 

  運動会での躍動する子どもたちの姿が今から楽しみです。    【昼休憩の自主練習の様子】 

  

                             

 

 

  ７月６日（月）に、今年度の第１回学校評議員会   教室とワークスペースとの間の開閉式の壁の段差 

 を開催しました。                 については、以前から、児童はもとより、保護者の 

  評議員の方は次のとおりです。          方や来校されたお客様が、つまずいて転んだりされ 

油野利博 氏（元鳥取大学附属学校部長）    ることがありました。これまで大きな事故にはなっ 

大西泰博 氏（鳥取県教育センター所長）    ていませんが、今後の安全 

村上宏晴 氏（元湖山地区公民館長）      面を考えて段差を解消する 

庄司眞喜 氏（医師）             ことになりました。  

  授業参観の後、いろいろとご意見をいただきまし    夏休み中に工事を行い、 

たので、主な内容を報告いたします。        夏休み明けには、段差のな 

  〇幼少中連携の推進を図る。（教科等）       い壁になります。 

  〇先進的な研究の一翼を担う取り組みを図る。     車椅子の方も、以前より 

  （英語教育・道徳等）              安全に教室の出入りができ 

  〇家庭と連携を図る。（鉛筆・箸の持ち方の指導     るようになります。 

   ＳＮＳの問題等）                            【教室入口の段差】 

  〇子どもたちの主体的な取り組みを大切にする。                【教室入口の段差】 

水泳・陸上練習 ～大会に向けての努力～ 

 

朝読書の薦め ～夏休み中も続けて習慣化を～ 

校舎改築 ～各教室の壁の段差を解消～ 

和太鼓クラブ結成 ～運動会に向けて～ 

第１回学校評議員会開催 

 

 

 

 


